


令和6年度 北海道ろう者サッカー協会主催

お申し込み方法

当企画は公益信託荒木身体障害者スポーツ基金を受けて活動しております

■時間 13：30～16：30（受付 13：00～）

■会場 中島体育センター 1F 体育室

■定員 5０名(見学者除く)

■対象 どなたでも参加できます

■費用 大人（中高生）・・・1,000円

小学生以下・・・500円

見学者・・・500円

※午前の一部に参加された場合は見学無料

■時間 10：00～12：00（受付 9：30～）

■会場 中島体育センター ２F 講堂

■定員 １００名

■対象 どなたでも参加できます

■費用 大人（中高生）・・・1,000円

小学生以下・・・無料

※講義は大人を対象とした内容となっております

～きこえないってどんなこと？～



札幌出身で２２歳の時に大阪へ。。。今も大阪府在住

2009年 台北 夏季デフリンピック代表選手（男子サッカー競技）

現在、大阪で聞こえないことを深く理解してもらう等の講演活動中!!

お問い合わせ先 ホームページ

北海道ろう者サッカー協会

会長 石原 良

北海道はデフサッカーの発祥の地です。1955年に札幌聾学校でサッカーが始まりました。

その後、札幌聾学校中学部サッカー部は数々の栄光な戦績を収め、1970年に北海道高等聾学校が開校され、サッカー部も創立。

当時、北海道の7校（札幌、室蘭、帯広、旭川、函館、小樽、釧路）が、1つの高等部にまとまったことで、さらにレベルが上がり、

北海道大会への出場が常連となる。その後も、卒業後のデフチームとして札幌や苫小牧等の社会人サッカーリーグ戦に参戦し、

活躍していました。デフサッカー日本代表チームも北海道の選手が多く選出され、道内選手を中心に活動。

また全日本ろうあ連盟主催の全国ろうあ者夏季体育大会のサッカー競技にて、北海道チームは1994年まで14年連続優勝。

デフサッカーの普及は全国に広がり、1998年には日本ろう者サッカー協会が創立。これに伴い、北海道でも1999年に

北海道ろう者サッカー協会(HDFA)が設立され、2022年より会長に就任しました。（それまでは強化部長→副会長を歴任）

日本ろう者サッカー協会主催の全日本ろう者サッカー選手権大会も2000年から開催され、2019年には北海道選抜が初優勝を

成し遂げ、2023年には2度目の優勝を果たしました。

1990年代のバブル崩壊により多くの選手が道外へ就職してしまい、大会への出場人数が不足していましたが、現在は道内の

デフキッズを中心にサッカー教室を開催し、未来の北海道代表や日本代表を育成する取組みを行っています。

私たちはデフサッカーだけでなく、健常者やコーダ、ソーダも含めた幅広い環境作りをしながらHDFAを盛り上げていきたいと

いう熱い想いを持っております。他に手話言語条例により、手話の普及、または「きこえないこと」の理解促進等の活動していき、

北海道のデフサッカーの歴史と未来を、より多くの人々に伝えることを目指しています。

当協会の企画にご参加いただき、より多くの人たちにデフのことを知っていただけますと嬉しいです。

※「デフ」とは英語で「deaf(きこえない人、きこえにくい人)」という意味

HDFA会長のメッセージ

札幌出身で２２歳の時に関東へ。。。今は埼玉県在住

2017年 サムスン 夏季デフリンピック代表選手（男子サッカー競技）

2023年 トルコ 冬季デフリンピック代表選手（男子フットサル競技）

今年の７月に北海道栄誉賞を受賞

現在、主将としてデフフットサル日本代表チームを率引している!!
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